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1　ストーリー漫画通史
　現在の日本において「マンガ」と総称するとき、それは一般には連統コマ漫画、
さらにはストーリー漫画を意味する。つまり、複数のコマをぺ一ジ上に配列して、
その内部でキャラクターを動かし、ある程度の長さと一貫性をそなえた物語を進行
させる形式である。現時点における「マンガ」というジャンルの方向性は、基本的
には昭和20年代から30年代前半にかけて発表された手塚治虫の諸作品において決定
され、その後、後続のマンガ家たちによる技法の修正と展開、発表媒体の変化、他
のジャンル（映画、演劇、小説、テレビなど）との交流、ジャンル内部の分裂など
の影響をうけて、今日の多様な状況に至ったものといえるだろう。
　しかし、「複数のコマを連続させ、特定のキャラクターを動かし、物語を進行さ
せる」というストーリー漫画の形式自体は、手塚治虫が登場するはるか以前からす
でに存在していた。児童向けのストーリー漫画の礪矢は、岡本一平の『珍助絵物語』
（『良友』連載、大正6年）、「平気の平太郎』（『毎臼新聞』連載、大正7年）であ
るとされているが、これらの形式は、一コマーコマの外側に物語文と会話が添えら
れるというもので、挿絵入り小説との区別はいまだ明確ではない。現在のマンガに
近い形式のストーリー漫画としては、大正12年から『アサヒグラフ』に連載された
『正チャンの冒険』（樺島勝一画・織田小星文）を先駆とすべきであるだろう（1〕。
　イギリスの『デイリー・ミラー』紙連載の『ピップ・スキーク・アンド・ウィル
フレッド望（オースチン・B・ペイン作）の影響を受けたという『正チャンの冒険』
は、正チャンとリスというキャラクターの設定、吹きだし枠の採用、また、従来の
雑誌一新聞漫画が一回完結だったのとは異なり、一話を数回に分割して連載する形
式など、その後の新聞・雑誌連載の子ども向けストーリー漫画の原型となる作品だ
った。同大正12年には、㌘東京毎夕新聞』誌上で宮尾しげをの『団子串助漫遊記』
の連載も開始されており、児童読者を対象とした長編ストーリー漫画の基盤はほぽ
この時期に形成されていたといえる（2）。
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　昭和に入ると、『少年倶楽部』、『少女倶楽部』、『幼年倶楽部』といった各少年少
女雑誌に、まとまった漫画のぺ一ジが設けられ、田河水泡『のらくろ』（『少年倶楽
部』連載、昭和6年～昭和！6年）、島田啓三『冒険ダン吉3（『少年倶楽部』連載、
昭和8年～昭和！3年）、坂本牙城『タンク・タンクロr（『幼年倶楽部』連載、昭
和9年～昭和11年）、吉本三平『コグマノコロスケ』（『幼年倶楽部』連載、昭和10
年～昭和15年）などの人気連載が生まれる。また、浅草の個人出版社であった中村
書店からは、昭和8年頃から、「ナカムラマンガ・ライブラリー」の名称のもとに、
総数二百点におよぶ書き下ろし漫画単行本のシリーズが刊行され、大城のぼる、新
関青花、石田英助、謝花凡太郎などの描き手を育てることになる。
　新聞・雑誌連載と、書き下ろし単行本、この二つの発表形式は、日米開戦の昭和
16年ごろまでそれぞれ成長を続け、子どもの世界に深く浸透してゆく。したがっ
て、戦後の手塚治虫の登場を受け容れるべき土壌は、戦前にすでに形成されていた
といえる。
　しかし、手塚治虫の登場と、手塚的な長編ストーリーマンガの形式の完成が、日
本の漫画史を「戦前」と「戦後」とに切断する契機となったことも事実である。「手
塚治虫は長編ストーリーマンガの創始者である」という一般的見解を神話の域にま
で高めてしまうほど、その断絶と相違の印象はあまりにも．大きかったのだ。
　手塚治虫以前と、手塚治虫以後とのあいだに大きな断絶が存在するとしたら、そ
の断絶はどこから生まれるのか。ここでは「キャラクター」という観点から、その
断絶のありかたを分析してみたい。漫画の物語は、コマの内部でその物語を生きる
キャラクターを媒介して語られ、読者に受容される。最初期の『正チャンの冒
険』、『団子串助漫遊記』から手塚の『ジャングル大帝』に至るまで、児童漫画の歴
史はヒーロー・キャラクターの歴史でもあり、『正チャンの冒険3、『団子串助漫遊
記』の連載が開始された大正12年から、手塚治虫のキャラクターシステムがほぼ完
成した昭和26年にかけての27年間に、又トーリー漫画という形式内での人物の扱い
がいかに変容してきたかを読み解くことで、その間の児童漫画史の流れと断絶を定
義することが、本論の目的である。
2　子ども。動物固敵～戦前児童漫画の人間関係～
　大正12年の『正チャンの冒険』から、昭和10年代の少年少女雑誌連載作品および、
ナカムラマンガ・ライブラリー所収作品を検討してみると、ひとつの定型的な人間
関係が浮かびあがってくる。「人間関係」という語は遭切でないかもしれない。と
いうのは、戦前の児童漫画に登場するキャラクターの相関関係の核となっていたの
は、多くの場合、主人公である子どもと、おともの小動物との主従関係であったか
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らだ。
　『正チャンの冒険』の正チャンとリス、『冒険ダン吉』のダン吉と子ネズミのカ
リ公、『タンクタンクロー』のタンクローとお猿のキー公、田河水泡の『神州櫻之
恥（『少年倶楽部』連載、昭和7年～昭和8年）の櫻之助とタヌ公、井元水明画・
牧野大誓作の『長靴の三銃士3（講談社、昭和5年）のヘソ吉デン子とサル君、大城
のぼる画・旭太郎原作の『火星探検』（中村書店、昭和15年）のテン太君と子猫のニ
ャンコ、子犬のピチクンなど、主人公の子どもたちと、それに忠実に従うおともの
小動物という組み合わせは、戦前の代表的な児童漫画のほとんどに登場するといっ
ていい。たいていの場合、子どもと動物の関係は絶対的な上下関係であり、動物は
主人公に従順に仕える「家来」ないしは「助手」であっても、決して対等の「友人」
とはなり得なかった。
　たとえば「正チャンの冒険jの第一回で、主人公の正チャンは、木にはさまれて
泣いているリスを助けてやり、お礼に不思議な世界に案内される1図版a】。たっ
た一コマのうちに終わってしまうささいな救済の行為ひとつで、その後の両者の関
係はほぼ決定され、以後、リスは正チャンの忠実なお供として、旅の道案内をつと
めることになる。
　『正チャンの冒険』における救済→主従化のプロセスは、鬼のような主人のもと
から逃げてきた猿回しの小猿をかくまってやる『サッチャンとモンチャン』（田河水
泡作『少女倶楽部』連載、昭和9年）、ゴリラに襲われた「蛮公」の子どもを救っ
てやる『冒険ダン吉』などの出会いのエピソードに受けつがれ、その後もしきりに
反復されることになる。小動物が主人公の配下に組み込まれる手続きは、ごく簡単
に完了し、また、動物と人間という異質なものどうしの出会いが、一瞬のうちに主
従関係に移行することで、出会いのもつ事件性はあらかじめ排除されてしまう。
　小動物と主人公の出会いと、主従関係の成立にまつわる手続きは、物語以前にす
でに完了しているものとして、本編からは省略されることも多い。たとえば『冒険
ダン吉』の場合、ダン吉とカリ公は最初の一コマ目から主人と家来として読者の前
に登場する。やがてダン吉が南の島の少年王になるのは、ひとえにカリ公の献身的
な働きのゆえんであるのだが、ほとんど自分からは行動しないに等しいダン吉が
「王様」、知恵をしぼって活躍するカリ公が「家来」という理不尽な図式を正当化す
るものとして、「家来として当然のことをしたまでです」というカリ公本人の言葉
が提示される。ダン吉とカリ公の出会いが作品中で語られることのない以上、主従
関係は当然のものとして存在しつづけ、この主従のあいだには、「御恩と奉公」の
永久運動が、規模を拡大しつつ反復されることになる。
　心やさしい子どもが、逆境に苦しむ弱く劣ったものとしての小動物を救ってやる
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という出会いのエピソードの描かれかた、あるいは、両者が出会う過程そのものの
省略は、これらの関係を成立させているある原理を、読者の目から隠蔽する機能を
はたしている。すなわち、「差異は上下関係を意味する」という原理である。小動
物が常に子どもの下位に置かれる宿命を負っているのは、彼らが異質のものである
からだ。戦前の児童漫画に主人公のおともとして登場する小動物は、たいていは人
語を解し、人間と同等の感情と思考能力を与えられ、時には『冒険ダン吉ぷのカリ
公のように、人間をしのぐほどの知恵を発揮することもあるが、それでも人間とは
完全に異なる存在である。人聞と動物という概念上の違いのみならず、主人公と小
動物が同一のコマに配置されるときに、両者の違いはあらゆる面から視覚化され、
強調される。形状の違い、大きさの違い（おともの動物はたいてい主人公よりもは
るかに小さく描かれる）、着衣の有無、といったさまざまな外見上の区別が、子ど
もと小動物を隔てることになる。
　しかし、主人公と異質なものとが一ニコマの内部で出会うとき、その出会いが直接
には主従関係に結びつかない場合もある。異質なものたちが、主人公の配下に組み
込まれることを拒むとき、彼らは自動的に「敵」として登録されることになる。た
とえば「冒険ダン吉』のおもな敵役である南の島の「蛮公」たちが、一様にダン吉
を敵と認謝して攻撃してくるのは、ダン吉が自分たちとは別の種類の「白い人間」
であるという、ほとんどそれだけの理由からでしかない。ダン吉が全身に泥を塗り
つけて「黒ん坊」に変装したときは仲間として歓待し、にわか雨で泥が流れて「も
との白いダン吉君」に戻ってしまったときはたちまち敵意をむきだしにするとい
う、第一話に登場する土人の曾長のエピソードに、差異がすなわち敵対を意昧する
『冒険ダン吉』の世界観はもっとも顕著にあらわれている。
　『のらくろ3の猛犬連隊が戦う相手は、常にブタ、カエル、河童といった、自分
たちとは別の種類の動物であるし、謝花凡太郎の『まんが忠臣蔵3（中村書店、昭和
10年）では、浅野四十七士が犬、吉良方が猿に、『まんが牛若丸』（中村書店、昭和
12年）では源氏が犬、平家がタコに、それぞれ擬人化されたかたちで登場してくる。
つまり、児童漫画の画面に登場する悪役は、おともの小動物と同様に、主人公とは
全く別の種類のものとして視覚化されていたのだ。差異がただちに以後の関係性を
決定してしまうという点において、主人公と悪役との敵対関係は、作品中の人間関
係のもう一方の核となる主人公と動物との主従関係と、まったく同様の原理に支え
られていたといえる。
　そして、差異→敵対のプロセスは、たいていの場合、主従化のプロセスに移行し
てゆく。主人公に打ち負かされた悪役にとっては、そのまま滅びるか、あるいは改
心して主人公の子分になるかの二者択一しか選択の遭がなく、悪役が主人公に勝つ
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という展開を描くことはほぼ不可能であった。
　この差異→敵対→主従のプロセスの、もっとも大がかつな展開例が、『冒険ダン
吉Jのダン吉の南島征服行であるだろう。南の島を探検するダン吉のゆくてに次々
と現れては襲いかかってくる「蛮公」たちは、いとも簡単に屈服しては、「1，2，
3……」と胸に書かれた番号によって識別される家来の群と化してゆく咽版b】。
ダン吉←カリ公←土人という上下関係は、三者が最初に出会った瞬間にすでに決定
されておリ、あとは物語の展開にともなって、南の島の住民すべてがその関係に組
み込まれてゆくのを待つだけでいい。ダン吉はただカリ公を引き連れて歩きまわっ
ているだけで、自動的に南の島の王様になることができるのだ。
　ここまで例としてあげてきた『冒険ダン吉』、『正チャンの冒険』のように非日常
の世界における冒険をテーマとする作品のほかにも、子どもたちの日常生活を描い
た作品も、戦前の児童漫画には多数存在する。少年雑誌の漫画特集などにたびたび
掲載された「漫景」のぺ一ジ、すなわち縁日、博覧会、運動会といったイベントの
会場をロングショットで描き、そこに大勢の子どもたちを配置する見開き2ぺ一ジ
のパノラマ漫画は、この時代の子どもたちの日常的な世界や、その世界における人
間関係がいかに漫画に描かれてきたかのひとつの指標となるだろう。
　たとえば『少年倶楽部』昭和8年6月号に掲載された小野寺秋風の『大食堂車』
には、新発明の「安くて便利な食堂車」という場に、大勢の子どもたちが、「待ち
遠しい、おいしい、楽しい」という一様の表情と反応で集まっているさまが描かれ
る咽版c〕。また、『少年倶楽部』昭和13年夏の増刊号に掲載された大槻さだをの
『動物村の縁恥では、キリン、サル、象、ネズミ、トラ、といった動物たちが、
縁日の情景のなかでなごやかに共存している。いずれにしても、それぞれの場にお
ける子どもたちや動物たちの存在は読者の目にとってすべて等価であり、彼らがコ
マの内部で織りなす関係はひたすら安定している。吠食堂車』の子どもたちの世
界に不和や対立の要素は皆無であるし、『動物村の縁日』のトラがネズミを食べて
しまうことも起こりえない。
　だが、ここでは一人一人の性質の相違は完全に消去されてしまっている。「漫景」
の世界には、先述したような主従関係、敵対関係ではなく、友だち、兄弟といった
対等な人問関係が描かれるのだが、その対等な人間関係を生きる子どもたちは、い
つも同様に行動し、一つの対象に対して同様に反応し、同様の表情を浮かべてその
場にのぞんでいる。すなわち、明確な差異をもたない分身同士としてしか、コマの
内部に存在することが許されないのだ。
　子どもの日常生活を描いた長編のストーリー漫画としては、国河水泡『マメザウ』
（『幼年倶楽部』連載、昭和12年～昭和16年）、新関青花『仲良し日記帖j（中村書店、
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昭和王6年）などがあげられるが、そこでは「漫景」を連続コマ漫画に発展させたよ
うな世界が展開されていた。節分、七夕、花火大会、お正月といった年中行事と、
遊び、勉強、お手伝いといった日常生活のさまざまな出来事が季節ごとにj煩序正し
く配置され、それを子どもたちが1つずつ消化してゆくというのが、これらの生活
漫画の基本的な構成である。そこでは1つの出来事に対して、複数のキャラクター
が同様の表情、同様の反応でのぞむという「漫景」的な構図が、たびたび反復され
る。たとえば『仲良し日記帖3の一場面では、同型のコマが縦三段に並び、一人の
子どもの起こすアクションに対して、四人の子どもがほぽ同様のリアクションで応
じる動きが規則正しく反復される咽版d】。この作品に登場する仲良し五人組、
あるいは『マメザウ』のゾウの子どもたちや、『コグマノコロスケ』の動物村の住
民たちは、「漫景」の場に集う子どもたちや動物たちと同様に、基本的には互いに
交換可能な分身同土であつ、コマの内部に「仲良し」として共存するかぎり、常に
一定の反応、一定の表情、一定の行動を強要されつづけている存在であった。
　これらの、異質なものとの接触と関係が、すべて主従関係か敵対関係に分類・還
元されてしまい、対等であることは、すなわち差異をもたない分身同士であること
を意味するシステムのもとでは、主人公をめぐる人間関係は完全に固定され、新た
な家来か敵、あるいは分身としての仲間が序列に加わることはあっても、新たな関
係が生じたり、いったん成立した関係が崩れることは不可能となる。人間関係の変
遷のかたちとしては、敵が家来になることだけが唯一のものであり一、友が敵や家来
となったり、家来が敵側に寝返ったり、主人公が敵の家来になったつ、という事態
は決してありえない。たとえば、のらくろは着実に昇進してゆくが、ブル連隊長、
モール少佐が上官、デカが直属の部下という配置は終始変わらず、のらくろがモー
ル少佐よリ上の階級になったり、デカに遣い抜かれたリという展開は不可能であ
る。
　戦前の児童漫画における物語とキャラクターの終始一貫した印象は、主人公のま
わりに定型的な人間関係を生成し、徹底的に固定するシステムによるところが大き
い。主人公二子どもをめぐる環境は、ジャンルの規則によって整理され、そこでは、
あらゆる外部のもの、未知のもの、異質のものは、操作可能・解釈可能な日常性の
一部として加工され、内部に吸収されてゆく。そして、この整理され、固定された
環境に取り囲まれた主人公＝子どもは、用意されるイベントを、ひたすら受け身の
姿勢で享受するだけの存在になってしまう。このシステムが体現するのは、かぎり
ない現状肯定の意志であり、それは主人公の存在に対してではなく、主人公として
のアイデンティティと地位を承認し、徹底的に保護するべく準備された周囲の環境
に対する全面的な肯定であった。
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　この徹底的な現状肯定のシステムは、出会うものすべての日常化というべき現象
をもたらす。戦前の児童漫画に描かれるさまざまな世界、『のらくろ』の軍隊生活
も、『冒険ダン吉jの南の島の王様暮らしも、『正チャンの冒険』の不思議な世界へ
の旅と帰還も、『団子串助漫遊記』、『神州櫻之助』の武者修行の旅も、すべて主人
公たちにとって唯一の日常的環境として定着してゆくのであって、当初はいかにも
非日常的かつ不白然に感じられる世界設定でも、やがては完壁な臼常として固定さ
れてしまう。たとえば、岬良し日記帖』の、子どもたちの住む町の上空に飛んで
くる敵国の爆撃機が、「楽しい防空演習」という過程に組みこまれることによって
日常の一部として吸収され、それに続く子どもたちの空襲ごっこを経て、無害かっ
家庭的な存在として肯定されてゆく過程を見てみよう咽版e】。ここでは「白昼
に爆撃機が飛んでくる」という状況さえもが日常化され、当然あるべきものとして
受容されてしまうのだ。
　絶対の日常性に取り囲まれた主人公たちは、非日常との接触がもたらす深刻な動
揺、不安、恐怖などの危機的な感情からは保護されているものの、正当化された思
考停止を外部に対して強制され、愛、感動、驚異、好奇心といった情動の体験から
疎外されている存在でもあった。このような環境のもとでは、未知のものに対して、
唯一主人公が接触することを許される手段は、夢みることを通してだけだった｛3〕。
　あるいは、臼常的な想像力の範囲をはるかに逸脱し、生活環境への回収が困難で
あるような存在と、主人公との出会いが作品中に描かれる場合、それらの出会いは、
「夢のなかの出来事」として処理されることが多かった。たとえば大城のぽる『火
星探検』の宇宙探検と、火星人の世界での不思議な体験の数々は、すべて主人公の
テン太君の夢だったという結末によって収拾をつけられ、火星人の世界は、テン太
君の属する現実の外部に属する未知の現実から、「夢」という日常生活の一部に還
元されてしまう。目を覚ましたテン太君の生活は、ただ物語のふり出しに戻るばか
りで、そこには何一つ新たに付け加わったものもなければ、とり返しのつかなくな
ったものもない。大城のぽるの描く火星の風景が、いかに詩情とやさしさをたたえ
ているとしても、一切が「夢」という予定調和の枠によってまとめられ、旅のゆく
えが結局日常への回帰に還元されてしまう以上、それは新たな体験、外部へ向かう
好奇心と想像力の広がりをいざなう契機とはなりえない。
　清水勲は、「国策の宣伝マンとして戦争と関わりを持っていた」漫画家につい
て、「彼らは根っからの漫画好きで、その多くが、描ける機会があれば時流にのっ
たものを喜んで描いたのである」と解釈し、「他の漫画家のように疎開できなかっ
たので漫画を描き統けるしかなかったと述べたという」加藤悦郎に関連して、「戦
時申活躍した漫画家の牟なりの部分が、加藤のような理由で漫画を描いていたと思
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われる」と推測しているω。しかし、大正後期から昭和10年代に至るまでの一連の
児童漫画は、むしろ戦時中の一連の国策漫画に移行してゆく資質を積極的にそなえ
ていたとみるべきだろう。日中戦争開始の前後から、相次いで大陸、南洋という「外
地」に出向していった漫画のキャラクターたちは、どんな場合も全く動揺すること
のない日常性と人問関係に囲まれつつ、戦地の生活を淡々と受け容れていたのであ
って、時局の変化や「内地」から「外地」へという場所の移動が、各キャラクター
の造形に深刻な影響を与えるということはほとんどなかった㈲。戦前の児童漫画
が、戦争という環境と、「無敵の日本軍」対「邪悪の中国・ソ連・米英軍」という
図式を祇抗なく受け容れ、当然のものとして固定していったのは、ある意味では必
然的な過程であったのだ。
3　手塚治虫とマンガ的人聞の誕生
　終戦直後の昭和21年にマンガ家としてデビューした手塚治虫は、つづく昭和22
年、酒井七馬の構成・原案による『新賓島』によって、おもに大阪松屋町付近の出
版社から発行されていた書き下ろし漫画単行本、通称「赤本漫画」の作家のひとり
となる。当時の「赤本漫画」は「書店を通す正規の販売ルートを使わず、駄菓子屋
　夜店・縁日などで売られたものであった。したがって値段も十円から五十円ぐら
いまでが多く、高くても七十円から九十円、版型も小型サイズが申心で、ぺ一ジ数
も二十四ぺ一ジから四十八ぺ一ジぐらいのものが多かった。作者の名前がないもの
や、発行所も発行年月日も入っていないものが多かった」㈹というように、当時の
児童向け刊行物としては最底辺に位置づけられる存在だった。
　ともかく赤本デビュー作の『新實島』は40万部売れたという大ヒットとなり、以
後、手塚は本格的に東京の月刊少年誌に活動の場を移すまでの5年ほどの間に、31
冊の「赤本」単行本を発表するという量産体制に入ることになる。昭和25年までに
執筆された手塚の書き下ろし単行本のおもな題材は、以下の6つに大別できる。
①夕一ザン（『夕一ザンの秘密基地』、『夕一ザンの洞副など、一連の『夕一ザ
　ン』もののほか、「ジャングル魔境』、『有尾人』）
②怪魔（『キングコング』、『怪盗黄金バット』、『魔法屋敷』、『妖怪探偵団』）
③科学（『大空魔五、『地底国の灰人』、『吸血魔団』、『ロスト・ワールド（前世
　紀）』、リトロポリス（大都会）』）
④童話（『森の四剣士望、『奇蹟の森のものがたり』、『漫画大学』の第二話）
⑤西部劇（『拳銃天使』、『漫画大学』第一話）
⑥動物（『流線型事件』）
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　これらの書き下ろし単行本に共通する特徴のひとつとして、外から借りてきた題
材が非常に多いことがあげられる。①の秘境、夕一ザン、原住民、探検隊の冒険活
劇は、E．W．バローズの『ターザン』、ハガード『ソロモン王の洞窟』、コナン・ド
イル『失われた世界』、南洋一郎『口孔える密林』などの秘境探検小説を原型とし、
②の怪人、魔人、怪獣、妖怪は、紙芝居（『黄金バット』、『怪人赤マント』）、映
画（『キングコング』、『フランケンシュタイン』、トッド・ブラウニングの怪奇映
画）に登場する人気キャラクターやイメージのかなり直接的な引き写しである。③
の博士と秘密基地と科学兵器の世界には、戦前の海野十三の空想科学小説やチャペ
ックの～ボット』、『山淑魚戦争』などから転用した挿話と設定がちりばめられ、
④の王子と姫、剣と魔法と森とお城のおとぎ話は、グリム童話をはじめとするメル
ヘンや、『ロビン・フッド』、『フラ・ディアボロ』といった中世風冒険活劇の世界
ではあリふれたモチーフの焼き直しである。⑤は当時公開が開始されたばかりの西
部劇映画を紙上に再現しようとする試みであり、⑥の擬人化された動物たちの冒険
物語には、ディズニーのアニメーション映画の影響が濃い。
　手塚治虫の単行本デビュー作であり、戦後ストーリーマンガの噌矢とされる『新
賓島』にしても、企画自体は、「スチーブンソンの『宝凱をアレンジして、そこ
に夕一ザンやロビンソンクルーソーが出てくるという奇妙きてれつな筋立て」（7）の
ものだった。この時期に執筆された手塚治虫の書き下ろし単行本のプロットは、基
本的には既成のモチーフの寄せ集め、脚色、換骨奪胎から成立していたといえる。
　これらの「赤本漫画」の企画だけを評価の対象にするならば、それらはオりジナ
ルのモチーフからはるかに堕落したキッチュであり、大量生産・大量消費される粗
悪な商品にすぎない、と言うこともできるだろう。実際、手塚治虫を初めとする「赤
本漫画」は、たとえば「漫画本は一体どうしてそんなに子供たちにとって魅力があ
るのだろう。それは『戦争申子供たちの世界は貧しく、学力低下していたため、い
いものをうけつけない。そこで手っ取り早く漫画本、冒険小説ということになった
のだ』（赤トンボ主宰、藤田圭雄氏談）ということに大半は依存するのかも知れな
いゴ8〕といった雑誌の特集記事などに見るように、かなり早い時期から才リジナリ
ティの欠如、俗悪、金もうけ主義、少年犯罪の元凶といった非難を被りつづけてい
たジャンルでもあった。
　しかし、手塚治虫の初期書き下ろし単行本で語られる物語と、めまぐるしく起こ
る事件が、かつての漫画のキャラクターが経験したことのない・性格のものであった
こともまた事実である。たとえば大城のぽるの『火星探険』と、それから8年後に
出版された手塚の『ロスト・ワールド』（不二書房、昭和23年）を比較してみた場合、
同じ書き下ろし単行本という形式のもとに、少年主人公の宇宙探険という主題を扱
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った作品であるにもかかわらず、探険先の宇宙で主人公たちが体験する事件のあま
りの違いは歴然としている。『火星探険』のなごやかな雰囲気のもとに行われる宇
宙旅行にひきかえ、『ロスト・ワールド』の宇宙探険のゆくてに待ちうけているの
は、飢餓、乗組員同士の殺しあい、恐竜と暴風雨の襲来であり、登場人物のほとん
どが悲惨な死を迎えることになる。『火星探険2のテン太君は、宇宙旅行の夢から
B常の家庭生活へとたやすく回帰してゆくが、『ロスト・ワールド』の少年科学者
敷島健一は、地球へ帰還するすべを永遠に断たれて、植物少女のあやめさんと二人
きりでママンゴ星に取り残され、「ママンゴ星のアダムとイブになる一決心をする
咽版f〕。手塚治虫以前の児童漫画と手塚治虫のあいだにある断絶は、まず、そこ
で扱われる事件と物語の大きな相違によって形づくられていた。
　初期単行本における手塚治虫の試みは、第一には、他のジャンルから積極的に引
用してきた物語を、自分のマンガのキャラクターに生き直させることで、従来の児
童漫画の枠を超越した、より多様かつ複雑な物語を媒介できるだけのキャラクター
とコマの演出を確立しようとするものだった。手塚的なキャラクターの諸特徴は、
昭和23年の『地底国の怪人』あたりから徐々に確立されてゆく。
　「手塚ストーリーマンガ」の出発点とされる『地底国の怪人ゴ9）では、冒頭で世
界一周の旅客機が墜落し、主人公のジョン少年（キャストはケンー）の父親が死ぬ。
「もっと安全で、すばらしいのりものを発明しておくれ」という父親の遺言を実現
するべく、ジョン少年は地球を貫通して走る地底列車を設計し、地底王国に住む白
アリ人間との戦いを経て、ついに地球の反対側に到達することに成功するが、その
際、列車を運転していたウサギの耳男が、全身に大火傷を負って死んでしまう。悲
劇に始まり、悲劇に終わるプロットの独創性は、手塚がもっとも自負したものだが、
より重要なのは、この作品における人物の造形と扱い、とりわけ小動物キャラクタ
ーの耳男と悪役のひとりのハム・エッグの存在が、すでに戦前の児童漫画の人物配
置の定型を解体しているという点である。
　耳男は当初はただのウサギとして登場するが、大学の研究者たちの気まぐれによ
って、なかば暴力的なかたちで人間以上の情緒と思考能力を与えられた結果、自分
を人間だと信じるようになる。研究所を逃げ出した耳男はジョン少年の助手とな
り、ともに地底への旅に出るが、ささいな失敗から地底列車の設計図を敵の手に渡
してしまい、ジョン少年のもとを追い出される。「ヤッパリきみはタダのウサギだ
よ、人間ほど頭がよくないや」、「カンベンしてほしかったら人間にでも生まれ変わ
ってこい！」というジョンとビルおじさん（キャストはヒゲオヤジ）の罵声をあび、
耳男は「ぼくは人間だい」とつぷやきながら立ち去ってゆく。その後、耳男は人間
の子どもに変装して、たびたびジョンとビルおじさんの危機を救うが、最後の地底
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列車の貫通実験の際に、地底火山の噴火によって大火傷を負い、「ジョン、ぽく、
人間だねえ……」と言いながら死んでゆく咽版g】。「きみは人間よりもずっとず
っとえらかったよ、耳男クン」というジョンの言葉とともに物語は終わる。
　それ以前の児童漫画では自明のものとして存在していた主人公とおともの小動物
との絶対的な主従関係が、この『地底国の怪人』においては、批判的な視点によっ
て捉え直されている。最後に耳男とジョンの交わす会話によって、それまで両者の
あいだに自明のものとしてあった主従関係が転倒し、絶対だったはずの上下の区別
が、実際は単に悉意的なものでしかなかったことが判明するのだ。対等であったか
もしれない相手を、「人間よりも劣った存在一と断定してしまった自分白身のあや
まちによって、ジョン少年は、耳男の死に対して責任を負うことになる。ヒーロー
はもはや、物語の様式によって固定された人間関係の中心に配置され、全面的な保
護と安全を約東された存在ではなく、他者とのもろい関係を、みずからの責任と意
志において維持しなければならない存在となった。『地底国の怪人』の悲劇的な結
末の意義は、単に漫画史上初めてキャラクターの死が語られたことではなく、主人
公みずからが責任の主体となって、友の死という悲劇的な事件に直接かかわってい
ったことにある。最後の2ぺ一ジに表出される感情の強度が、かつての児童漫画の
涙のシーンoo）では描かれたことのないほどの高まりを見せているのも、おそらく
はその、コマの内部に配置されるキャラクターどうしの関係の直按性ゆえである。
　さらに、直接の悪役である地底国の白アリ女王のほか、もう一人、人剛則の悪役
として登場する「ハム・エッグ」というキャラクターの造形は、かつての児童漫画
の人間関係のもう一方にあった、「主人公と悪役」という図式を組みかえる機能を
果たしている。当初は主人公の同士のひとりとして登場するハム・エッグは、工場
の技師長という社会的に十分認知されている職業の人物だが、地底国の女王の約束
する財宝に目がくらみ、主人公の敵側にまわることになる。その後の多くの手塚作
品で、同様の卑劣な詐欺師の役割を演じているハム・エッグは、『ロスト・ワール
ド』の悪辣な新聞記者役として初登場する「アセチレン・ランプ」とともに、手塚
マンガの二大悪役スターとして長く活躍し続けることになる｛H〕。ハム・エッグの
『地底国の怪人3におけるデビューは、二っの点において画期的なものとなった。
一つは、おそらくストーリー漫画史上初めて主人公と同じ共同体に属する敵が登場
したこと。もう一つは、裏切りという行為が重要な意味をもつようになったことで
ある。
　「ロケット列車建造工場」の責任者兼設計技師である主人公のジョン少年と、技
師長のハム・エッグとは、同じ共同体の内部にともに位置づけられる存在であり、
したがって、ハム・エッグの貧欲ゆえの裏切りは、地底国の白アリ人間のように、
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外部の世界の住民であることに起因するものではなく、本人の人間性そのものにか
かわる問題となっている。共同体の内部における悪と裏切一）が描かれることは、か
つての児童漫画の、あの強固な現状肯定のシステムの解体を意味した。
　手塚の初期作品にはいずれも印象的な敵役が登場するが、彼らはいずれも主人公
と同じ共同体に属する存在であり、その点が、主人公の旅先に障害物として現れる
か、外部の世界から攻めてくる存在だった戦前の児童漫画の敵役とは決定的に異な
っている。コマの内部にいるすべての人物に付加されている変容の宿命が、たまた
ま貧欲、恨み、あるいは信念といった情動によって負の方向へ偏った結果、『地底
国の怪人蟹、『一千年后の世界』（東光堂、昭和23年）、『拳銃天使望のハム・エッグ、
『ロスト・ワールド望、『有尾人』（不二書房、昭和24年）、『平原太平記3、『来るべき
世界』のアセチレン・ランプ、『メトロポリス』のレッド公など、悪の「スター」
たちが誕生する。個人の内面的な情動の偏向が悪につながるという認識は、悪の側
にいる人物に何らかの突出性を与える結果をもたらす。ハム・エッグも、ランプ
も、レッド公も、いずれも偏向しているがゆえに突出した性格と存在感をもった悪
役であり、「スター」であったのだ。
　外部にある無縁の存在ではなく、白分のごく近くに接近したる悪と対時する主人
公たちは、悪と自己との間に一定の距離を保ちつづけ、主人公として、「スター」
として輝きつづけるために、積極的に責任を負い、行動し、思索することを余儀な
くされる。たとえば昭和20～30年代の手塚作品の代表的な主人公であったケンー
は、前述『地底国の怪人』の悲劇的な結末において、かっての児童漫画の絶対主人
公たちの地位から引き離され、その翌年には、『ロスト・ワールド』で、異性であ
ると同時に未知の異生物でもある植物少女との恋を体験することになる。以後、『ジ
ャングル大帝パ『漫画少年』連載、昭和24年～昭和29年）に至るまで、ケンーは誕
生、恋愛、成長、悪への傾斜、結婚、死といった生のさまざまな側面を経験してゆ
く。積極的に行動し、経験することによってヒーローとなったケンーが、手塚マン
ガの中心的存在だった時期は、「マンガのキャラクター」という存在が、次々に新
たな表情、新たな生の可能性を獲得していった時期でもあった。
　さらに、「スターシステム」咽版h】という設定によって、「俳優が役を演じてい
る」という外部性が、個々のキャラクターに付加される｛1”。スターシステムが健
在だった昭和30年代までの手塚作品では、悪役スターが主役を演じることも、主役
が悪を演じることも、ある程度は可能であり、たとえば悪役スターのひとりレッド
公は、『怪傑シラノパ『少年画報』連載、昭和28隼）のシラノ・ド・ベルジュラッ
クなどの主役も演じているし、初期の代表的な主人公であるケンーさえ、時には敵
役にまわることもある。演じるキャラクターと、演じられる役割という二重性が挿
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入され、作品ごとの性格一役割の可動性が生まれれた結果、作品内部の現実へのキ
ャラクターの性格・機能の隷属に、さらなる断絶がきざす。キャラクターはもはや
周到に準備された環境によって守られ、生かされているのではなく、白由に動き回
り、そこから出てゆくことのできる存在となった。
　手塚マンガにおけるキャラクターたちは、登場するやいなや、肉体的な変身、肉
親との死別、生物としての誕生、周囲の環境の崩壊といったカタルシスによって、
日常の連続性から暴力的に引き離され、一つ一つが新しい瞬間であるようなコマの
流れのなかに置かれる。過去はもはや取りかえしがつかず、現在は反復不可能なそ
の場かぎりのものとして、未来は接触を避けられないものとして、新たに捉え直さ
れる。物語の時間が絶えず動きつづけて元へと戻らないものである以上、彼らは成
長し、変容し、傷つき、時による風化にさらされ、やがては滅びてゆく宿命を一様
に背負っている。しかし、それゆえに、彼らは役割・構成上の制約を離れて、みず
からが主体となった大胆な行動に転じることが可能だったのだ。手塚作品に登場す
るキャラクターたちは、時にはコマの枠線を突き破ってしまうほどの勢いで右往左
往し、世界中を旅行し、空を飛び、泳ぎ、地にもぐり、宇宙に飛び出し、別の生き
物に変身し、’好き勝手なことをしゃべり、時にはグロテスクなまでの貧欲さや残忍
さを発揮したかと思うと、あっさリ死んでしまったりする。とりわけ昭和20年代か
ら30年代初頭にかけての作品群において、そのバイタリティは最も旺盛だった。
　手塚治虫の描くキャラクターは、昭和25年ごろから、マンガ的な感情記号の多様
な組み合わせによって、かなり複雑かつ落差の大きい表情をもつようになったが、
それはもとより、現実に生きる人間の表情の再現とはなり得ない。しかし、そうし
たキャラクターの外観をとり、さらに「俳優が役を演じる」という設定のもとに現
実に一定の距離を置きつづけることが、かえって過剰なスペクタキュリティを抑制
したうえで、同時代の児童文化においてもっとも過激なドラマを体現することを可
能としていた。肉体的な変身・変容も、悲惨な死も、悪への傾斜も、読者にとって
は新たな生の側面の体験として受容されうるような場を、手塚的なキャラクターと
手塚的な物語との出会いは、かつては準備していたのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　謹
（1）『正手ヤンの冒険』に関しては、竹内オサム『子どもマンガの巨人たち』（三
　　一書房、1995年）4章を参照した。
（2）この前後の事情に関しては、『別冊太陽　子どもの昭和史昭和元年一二十年
　　名作コミック集』（平凡社、1989年）4ぺ一ジ～！4ぺ一ジ、及び『漫画歴史博
　　物館』I章「『漫画』の時代」を参照した。
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（3）あるいは秋玲二『時間飛行機』（『東日小学生新聞』連載、昭和ユ5年6月9日
　　号～昭和15年12月22日号）におけるようなタイムマシンの存在も、この「夢」
　　に近い機能を果たしているといえるだろう。いずれにせよ、あってないよう
　　な冒険であることには変わりなく、現状に対する深刻な影響は皆無にひとし
　　い。
（4）清水勲『漫画の歴史』（中公新書、1991年）159ぺ一ジ～162ぺ一ジ
（5）中村書店は日中戦争開戦の昭和12年頃から、大城のぽる㌘トッチン部馳（昭
　　和13年）、謝花凡太郎『快速兵ちゃん部隊』（昭和12年）『上海南京　千里とっ
　　ぱ部隊』（昭和！3年）、小澤よね吉『臼の丸軍事探偵』（昭和13年）、新関青花『愛
　　国漫画決死腕（昭和13年）などの大陸戦記ものをたてつづけに発行してい
　　る。題材にはいずれも時局色が濃厚だが、登場する兵士のかわいらしいキャ
　　ラクターには、それ以前のナカムラ・マンガライブラリー作品のキャラクタ
　　ーとの相違はさほど感じられない。また、昭和13年の『のらくろ武勇伝』で
　　外地の熊退治に軍功をたてたのらくろは、昭和14年の『のらくろ探検隊』を
　　機に猛犬連隊を退役して、予備役中尉として大陸へ渡り、開拓と探険に従事
　　する。
（6）『漫画の歴史』176ぺ一ジ、なお赤本漫画については、中野晴行『手塚治虫と
　　路地裏のマンガたち』（筑摩書房、！993年）、清水勲『「漫画少年」と赤本マ
　　ンガ』（ゾーオン社発行、刀水書房発売、1989年）に詳しい記述がある。
（7）中野晴行『手塚治虫と路地裏のマンガたち』35ぺ一ジ。
（8）『週刊朝恥1949年4月25日号の特集「こどもの赤本・俗悪マンガを衝く」
　　より。
（9）講談社版手塚治虫漫画全集『地底国の怪人3（講談杜、1982年）のあとがきで、
　　手塚は「この『地底国の怪人3が実質的にはいわゆるストーリー漫画の第一
　　作といえます。……よく、ストーリー漫画は手塚の創り出したものではない
　　と書かれたりしますが、帽険ダン吉』や『スピード太郎ぶなどのように、
　　ただ話を追っていくだけの物語漫画なら、ぼくの目指すストーリー漫画では
　　なかったのです。内容に哲学的な深さをもたせ、人物の配置や構成に文学的
　　な広がりを加える、かならずしも笑いは必要でなく悲劇性、カタストロフィ
　　ーも拒否しない一というのがぽくの主張でした。もちろん現在の劇画ではあ
　　たリまえの要素なのですが、それはこの『地底国の怪人望からはじまったの
　　だとあえて申しあげます。」と述べている。
（10）悲劇的な要索自体は、手塚以前にも、「菓子折のふたにのせられて川に流さ
　　れた」のらくろの生い立ちや、実の親を主人の櫻之助に斬り殺されてしまう
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　　罫神州櫻之助』のタヌ公のエピソードのように、田河水泡の初期作品におい
　　てたびたび描かれていた。
（11）「スターシステム」自体は昭和40年代に入ってからほとんど機能しなくなり、
　　ケンーを初めとする多くの「スター」が消えていったが、ハム・エッグとア
　　セチレン・ランプは、手塚キャラクターの象徴ともいえるヒゲオヤジ（咽
　　版h〕参照）とともに、最晩年の作品に至るまで出演を続ける数少ないヂス
　　ター」となった。
（12）「スターシステムーについて、中野晴行氏は、『手塚治虫のタカラヅカ』（筑摩
　　書房、1994）中で、「ハリウッド方式というよりは、タカラヅカ方式と解釈
　　したほうが、いいかもしれない。平成四年（1993）12月に発見された手塚白
　　身が作った『虫スタジれの俳優リストによれば、手塚のスターたちは『ブ
　　リリアント・ブラザース』、『パピリオスターズ』、『PPP』という三チーム
　　に分けられ、ケンーとロックが、フリーとなっている。そこには宝塚歌劇の
　　『花・月・雪・星3組の影響が感じられる」（189ぺ一ジ）と指摘している。
○本稿に題名を引用した作品の初出は、大阪国際児童文学館編『日本児童文学大事
　典』全3巻（大臼本図書、1993年）、須山計一『漫画博物誌　日本編』（番町書房、
　1972年）、松本零士・日高敏編『漫画歴史大博物館2（ブロンズ社、1980年）、まん
　が資料センター編『手塚治虫の軌跡』（サンライズ、！992年）を参照した。
テキスト・図版の引用は以下の版による。
竹内オサム編『少年小説大系別巻1　少年漫画集（『正チャンの冒険』）』（三一書
　房、1988年）
松本零士編『少年小説大系別巻　4少年漫画傑作集（；）（『仲良し日記帳』）』（三
　一書房、1993年）
旭太郎作・大城のぽる画『火星探険』（復刻版、晶文社、1982年）
加藤謙一編・島田啓三著㌘少年倶楽部名作編別巻　冒険ダン吉漫画全集』（講談社、
　1967年）
『少年倶楽部』昭和8年6月号（大日本雄弁会講談社、1932年）
手塚治虫『拳銃天使』（東光堂、1949年）
　以下、特に記述のない手塚治虫作品に関しては、角川文庫版『手塚治虫初期傑作
集パ角川書店、1994年）と小学館版『手塚治虫初期傑作集蟹（小学館、1991年）の双
方をテキストとして用いた。
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